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杏林大学の英語教育効果測定： TOEI（蝉テ ス トの効果的活用 の 試み

Evalua廿on 　of　E   五sh 　Sk皿 8　at　Kyo血 Uhiversity：

An 　Eflbctive　Use　of　TOEIC   Test

高木　眞佐子 、 岩 本和良、倉林秀男 （杏林大学）

《研 究 の 背景》　 外国語学部の 必修 プ ロ グ ラム 、使 え る ・話せ る 「実践英語習得 プ ロ グ

ラム （PEP）」 は 、英語 圏に偏 らない イ ン タ
ー

ナ シ ョ ナル ・イ ン グ リ ッ シ ュ を 目指 して

2006年 に ス ター トした 。 1 年生 で 徹底 的な オー ラル 訓練 、 2 年生 で デ ィ クテ
ー

シ ョ ン

に続く読解訓練 を全て の 学生 に課 す るこ とに よ り全体の 底上 げ をす る と と もに 、 大 学教

育で 必要最低限の 英語力 を確保す る こ とを 目的と して い る。 しか し、単に授業 を組 み合

わせ るだけで 、学生の 英語 の 実力 が上 がるわ けで は ない
。 発表者は 2008 年 に 1 度カ リ

キ ュ ラム の 見直 しを行 っ た が、時間数や宿題の 与 え方な どを見て も、 まだ 問題 は 山積 し

て い るの が 実状で あ る 。

　現在外 国語学部に入学す る 多 くの 学生 の 実力は TOEIC  
テ ス ト300 点程度で 、 これ

は 目本の 高校卒業生 の 実力 と して は平均的 な もの で あ ろ う。 しか し英語 を活か して
一

般

企業 に就職す るに は 600点、英語 を ビ ジネ ス の 現場 で使用 で き る レ ベ ル が 730点 とい

われ る 中 、 不本意な が ら 420 点程度で 卒業を迎 え る学生 も少な くない し、い っ まで も

受信型 英語か ら脱却で きない 学生 も多い 。 ど うや っ て 学生 の 意欲 を継続的 に高め 、実践

的に使 える英語 の 実力 を高め てい けるの か は大 きな課題だ 。

　外 国語学部で は全 1
，

2 年生 を対象 に年 2 回 TOEIC 　IP  テ ス トを実施 して い る 。 今

回 、 実施 団体の 国際 ビ ジネス コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 協会 が、過去 4 年間蓄積 したデー タの

解析に 協力 して くれた 。 客観的か つ 公 正 なテ ス ト分析か ら 「実践英語 習得 プ ロ グラ ム 」

改良の 方向性 が明瞭に 見えて きた 意義 は大きい
。

《発表 の 趣 旨》　大学英語教育で は学生 の 実力 に見合 っ た具体的な ミッ シ ョ ン を与 え る

こ と、英語の 授業時 間数 を 自宅学習も含め消化 させ る こ と 、 そ して 何よ り個 々 の 英語の

授業の 総体が学生 本人の 英語力 に集約 され る と理解 して もら うこ とが大切 で あ ろ う。

　今 回 、学 生の TOEIC   IPデー タ を総合的 に分析 した結果 、 あ る時期に 急に ス コ ア が

伸び る学生 は 、 英語 の 勉強時間が合計 と して 増 え て い る可 能性 が 高い こ とが分か っ た 。

これ は ス コ ア の デ
ー

タに は表れ ない が 、 学生 の 履修 して い る英語科 目数 にス コ ア を重ね

る と見え て くる。
一

方、停滞す る学生 は 【点数が低い → モ チベ ー
シ ョ ン が あが らない →
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勉強 を しない → 再び点数 が下 が る】、 とい う悪循環 を繰 り返 した結果、英語 科 目の積極

的な履修 を放棄 して しま う傾向が 強か っ た 。 本発表で は 、TOEIC   IP デ
ー

タ と学生の

履修 科 目を組み合わせ 、それに基づ い て 学部全体の 傾 向、ス コ ア が伸びた学生の傾向、

伸び な い 学生の 傾向 をそれ ぞれま とめた 。 こ の 結果を元 に　  本入の 英語力 に見 合 っ た

負荷の 設 定、  英語 の 自習学習 を させ るた め に授 業で で きる工 夫 、   上 手な モ チベ ー
シ

ョ ン の 掻 き立て方 を模索 しつ つ
、 次世代 の 英語 カ リキ ュ ラ ム を考えて い く。

《分析方法》　　 「実践英語習得 プ ロ グラム 」で は TOEIC   IP テ ス トを年 2 回 、 4 年

間継続的に実施 して きた 。 そ の 結果、各学年お よそ 220 名 が 2 年間に伸 ば した英語力

が蓄積 されて い る 。
こ の 880 名の 膨大なデータ を学生一

人ひ と りの 特性や 「実践英語

習得プ ロ グラ ム 」以外 の 科目の 成績な どと組み合わせ た 。 各学生が履修 した 科 目も全 て

把握 し、どの よ うな授業の 組み 合わせ の 学生 に
一

定の 上昇 ・
下降傾向が見 られた か に っ

い て 検証 を試みた 。 ま た留学 した 学生 の 留学前、留学後の ス コ ア をそれぞれ抽出する こ

とに よ っ て も示唆的な結果が得 られた。さらに ネイ テ ィ ヴ教員に 消極的な学生 も少な く

ない の で 、ネイテ ィ ヴ教員の 授業履修 と TOEIC   IP ス コ アの 伸 び とに どの よ うな相 関

関係が 見 られ るの か に っ い て もシ ラバ ス と照合 し比 較 した。

《予想 される 展望》　 「学問に王 道な し」 とは よ く言われ るが 、大学で 個々 の 学生 が 主

体的 か つ 継続的に英語 の 勉強 をす るた め に は、英語科 目全体の コ
ーデ ィネ

ー
トがや は り

重要で ある 。 それぞれの 教師が好 き勝手 に展 開 す る授業で は 、 ど うして も目的意識が希

薄に な る か らだ 。 ま ず 、 それぞれ の 授業時間数を消化 し宿題 も 1 時間半は確 実に こ な さ

なけれ ばな らない とい う、「時間数重視」を最低ライ ン と して 押 さえて は ど うだ ろ うか 。

そ して こ れに レ ベ ル の適合性 を組み 合わせ るこ とが肝要で あ る。平易 な リス ニ ン グ に 自

信 をつ け させ る 「実践英語 習得プ ロ グラム 」従来の や り方 は
一

面効果的で あ っ た もの の 、

そ の 分学生は リーデ ィ ン グの ハ
ー

ドル を高 く感 じて い た
。
1 年次 か ら 「読む力」 を総合

的に捉 え 、 そ の レ ベ ル の 学生 が もっ とも必要 とす る課題 に対 して 多 くの負荷 をか け る方

法 を新 た に模索す る必 要 があ ろ う。 予 習復習時間 を充分に取 る方針 と組 み合 わせ 、すべ

て の レ ベ ル の 学生 が 、早 くか つ 正 確 に多 くの 英語 に対処で きる能力 を高め られ るプ ロ グ

ラ ム の 考案が求め られて い る。 レベ ル 別 指導の 必 要性 は リス ニ ン グ も同様だ 。

　客観性 の 高い TOEIC   IPテ ス トの 活用 に よ り、教師が 学生 の 実力 に臨機応変 な対 処

がで きる ようにな っ た こ とは意義深 い
。 300点 と 600点の 学生 を 同 じ教室に 押 し込 めて

も無理 が あるが、レ ベ ル 分けを した ク ラス ご とに どう授業内容 を変え るか も重要 な ポイ

ン トで あ る。 学生の レ ベ ル に 見合 っ た授業体系をシ ス テ ム と して 確立 してい くこ とが肝

要で はない だ ろ うか 。 杏林大学の 英語教育も、Stephen　Krashen の
“

i＋ 1
”

を教室 で 実践

す るた め の メ ソ ッ ドを確立す べ き時期 に差 し掛 か っ て い るの か もしれ ない 。 レベ ル 別 学

習 の 土 台作りを進め て こ そ、真に使え る実践的 な英語を実現す る準備が整 うの で は ない

だ ろ うか 。
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